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環境アセスメントに関する直近の新聞記事

アセス関連記事（2020年10月-11月）

再エネ事業への風当りは強い

「環境アセスメント」をキーワード
に検索
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環境紛争の発生状況

導入量 [GW]
2012.6.→2020.3

+ 未稼働

調査対象時期
（新聞記事検索）

紛争発生
事業数

風力
（7.5MW以上）

2.6→4.1
+7.5

2017年7月まで
（2012年5月～2017年7月）

76
（17）

太陽光
5.6→55

+24
2012年7月～2019年4月 62

バイオマス
2.3→3.5

+6.3
2017年4月まで 8 
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※ 紛争発生＝反対団体の活動がメディアで報道される状況
主にELNET-ELDBを用いた新聞記事検索, “風力発電 反対”などで検索

風力は2000年頃から顕在化、太陽光は近年の紛争発生が顕著

風力発電と太陽光発電事業による環境紛争が多い



風力発電事業による環境紛争発生状況
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自治体（紛争発生件数, N=76, 7.5MW以上の事業）

北海道（8）：稚内市,函館市他 滋賀（1）：米原市

岩手（3）：大船渡市、葛巻町 兵庫（2）：淡路市、朝来市他

秋田（1）：大潟村 和歌山（1）：日高町他

山形（3）：酒田市 鳥取（1）：岩美町

福島（5）：いわき市,田村市他 島根（2）：出雲市

千葉（2）：南房総市 岡山（1）：津山市

新潟（1）：村上市 広島（1）：北広島町

石川（2）：白山市,内灘町 山口（3）：下関市,長門市

福井（3）：あわら市,敦賀市 徳島（1）：上勝町

長野（3）：須坂市,伊那市他 愛媛（4）：宇和島市他

岐阜（2）：下呂市,大垣市他 熊本（1）：水俣市

静岡（7）：東伊豆町, 浜松市他 長崎（2）：佐世保市他

愛知（4）：豊橋市・湖西市他 鹿児島（1）：長島町

三重（12）：鳥羽市,津市他

1999年から全国各地

で、最近は洋上風力

の事業でも発生

0
1-3
4-6
7-9
10件以上

紛争発生件数



太陽光発電事業による環境紛争発生状況
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自治体（紛争発生件数、N=62）

青森（1）：六ケ所村 京都（2）：京都市他

秋田（2）：北秋田市、仙北市 兵庫（5）：姫路市、赤穂市他

茨城（5）：常総市、笠間市他 岡山（4）：岡山市、美作市他

栃木（3）：栃木市、那須町他 山口（1）：岩国市

千葉（1）：鴨川市 香川（1）：土庄町

山梨（2）：北杜市、笛吹市 愛媛（1）：新居浜市

長野（8）：富士見町、諏訪市他 高知（3）：四万十市他

静岡（3）：伊豆市、伊東市他 福岡（1）：飯塚市

愛知（2）：瀬戸市、東浦町 佐賀（1）：神埼市

三重（7）：伊賀市、志摩市他 大分（4）：大分市、宇佐市他

滋賀（3）：大津市、高島市他 鹿児島（2）：霧島市

本州・四国・九州の全国各地で発生

長野、三重、茨城、兵庫などで特に多い

0
1-3
4-6
7-9
10件以上

紛争発生件数



紛争発生の主な論点
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争点：景観、災害、水資源、野鳥（風力）、騒音（風力）など

稼働後の苦情：シャドーフリッカー（風力）や反射光（太陽光）

紛争論点 苦情・相談内容

風力
野鳥（35）、騒音（28）、自然保護
（20）、景観（19）、災害／水質
（17）、その他（4）

主に、騒音、シャドーフリッカー

太陽光
災害（9）、景観（6）、野生生物
（4）、水資源（3）、海洋環境（2）
他

土砂災害（101）、景観（67）、
水の濁り（52）、反射光（41）他

バイオマス
放射性物質の汚染燃料問題
（6）、悪臭（2）

騒音、運搬車両の騒音・振動、
粉塵、悪臭（PKS)等

※数字は該当する事業数、但し太陽光の論点は反対団体数（反対団体へのアンケート調査・2019年）、
太陽光の苦情・相談内容は環境省報告書（2019）、風力は安喰他（2018）、バイオマスは吉他（2020）
を参照



紛争あり
中止／凍結
30事業

紛争なし
運転開始
96事業

紛争あり
運転開始
13事業

紛争あり
計画中
16事業

環境紛争の発生状況（風力発電施設）
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111
22

18

36

Ｎ＝155 Ｎ＝187

総出力7,500kW以上の施設の計画段階での紛争

【2012年調査】 【2017年調査】

紛争発生後、約半数が事業中止・凍結



合意形成のための２つの要件

環境影響の低減＝デメリットの最小化

地域便益の創出＝メリットの最大化

環境アセスメント、ゾーニング等による対応

産業振興、地域課題解決、まちづくり

地域から歓迎され、地域と共生する事業計画
＝事業者と地域がWin-Winになる
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環境影響の低減① ：事業計画の修正

紛争発生後に運開した多くの事業で事業計画を変更をしていた

物的／ソフト面
の変更

物的変更 ソフト面
変更

対応なし

紛争後に計画中止

紛争後に運転開始

紛争に対する事業者の対応と事業結果



紛争後に運転開始した事業者の対応内容

対応内
容

変更内容 事業数
Ｎ₌26

具体例

物的な
計画変
更

計画地 5 ・市の景観条例に則り変更
・野鳥影響を考慮し、河岸段丘から50m離す

基数 3 基数削減：20→12基、26→23基

出力 2 ・単機出力縮小：7MW→5MW
・単機出力縮小：2.3MW→2MW

ソフト
面の対
応

説明機会 14 ・地域住民への説明会
・反対団体と事業者同士の話し合い

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 14 ・要望書に対する返信等

追加調査 6 ・野鳥の飛行ルート調査等
・定点観測と移動観測の両面から調査

運開後の対応 3 ・野鳥衝突発生時に一時運転停止し、問題
を特定する

地域便益 1 ・雇用の創出

その他 2 ・稼働制限に関する規約の制定等
9
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環境アセスメントの活用

複数案の検討

経済・社会面の考慮
・コスト面だけでなくポジティブ

な要素（＝地域便益）を入れる

・配慮書段階での複数案検討
＞環境配慮と説明責任の充実化

・位置、規模、配置、構造の複数案

アセス法
手続きと参加機会

事業提案

スクリーニング

許認可

準備書

方法書

配慮書

評価書

事後調査

文書

文書＋会議

電子縦覧

コミュニケーションの充実

・早い段階から複数回

＝

＝

＝
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環境影響の低減② ：順応的管理

• 著しい影響が起こった場合／起こり得る場合に

一時的に稼働を停止する

• シャドーフリッカーなどの短時間の影響には有効

• 影響の不確実性が高い問題（渡り鳥の衝突など）

への対策

＞事後調査段階のモニタリングが重要

• 景観などの不可逆的影響、長時間発生する騒音

の場合は難しい
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・自治体等が地図上で再エネ開発の適地

や保全区域を区分・指定

・保全エリアをあらかじめ除外することで

事業予見性が高まる（紛争の未然防止）

・ゾーニング策定時の環境情報の活用

＞アセスの効率化につながる

環境影響の低減③ ：ゾーニング

ゾーニングマップの例
（浜松市, 2019）

・対象区域の多くが保全区域と
なるおそれ（保全と開発の不均衡）

・適地抽出が困難な場合がある
（適地指定される周辺からの反対）

課

題



基金化
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地域便益創出の例：農山漁村再エネ法

協議会

基本計画

地域
課題解決

環境配慮
事項要望

売電収入
一部還元

産業
振興策

地域
振興策

策定

環境配慮
事項

整備促進
区域

売電収入
の用途

推進
体制

地元
自治体

発電
事業者

住民農林漁業者

参加

再エネ
導入目標

地域
課題解決

環境配慮
事項要望
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地域便益に資する方策

✓ 地域課題解決：不法投棄、耕作放棄された場所への
施設設置

地域の課題解決、地域活性化につながる再エネ事業へ

✓ 農業（獣害対策、特産品開発、機械購入補助、医療・
福祉との連携）、林業、漁業・・・

✓ まちづくり（災害時の電力供給、環境教育、花植え、
食文化、ミティゲーション）
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まとめ

✓ 一度、紛争が起こると解決は容易ではなく、事業凍
結・中止のリスク要因となる

✓ 適切な環境配慮は地域合意にとって不可欠。ただし
それだけでは限界もあり、早い段階から包括的に議
論する機会が必要

✓ 自治体・住民・事業者・NPO等を含む協議会の場で
継続的に議論し、合意を形成していく仕組みも重要

✓ 基本計画づくりによって、再エネ導入目標、保全目標、
ゾーニング、環境保全策、地域便益創出策等を包括
的に議論できる
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